
令和４年度経営計画の取組状況

令和４年度指標モニタリング
（令和５年１月末時点）

資料３

評価 区分 評価の考え方

◎ 計画どおり概ね順調である。 計画の達成に向けた，具体的成果がある。又は目標を達成した。

○ ほぼ順調である。 計画に対して具体的に取組んでおり，一定の成果が認められる。

△ やや遅れている。 計画に対する取組はあるものの，まだ成果に現れていない。取組が不十分。

× かなり遅れている。 計画に対して取組が行われているとは言えない。消極的。

【評価基準】

指標ごとに，下記の区分により４段階で評価する。



指標モニタリング【広島病院】
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モニタリング指標
R４
目標

取組内容
（１月末まで）

結果
（基準進捗）

自己
評価

今後の取組・状況説明

医
療
機
能
の
強
化

医
療
提
供
体
制
の
強
化

救急車受入台数 6,500台
■研修医が救急患者受入に関与でき
るよう当直体制を見直し
（5月23日～）

6,633件
（5,384件） ◎ ■現在の取組を継続

脳血管系と心血管系の新
規入院患者及び救急外来
からの緊急入院患者数

3,000人 ■主任部長の連携医療機関訪問
■救急患者の積極的受入等

2,328人
（2,514人） ○

■現在の取組を継続するとともに，冬季に増
加する脳卒中や心筋梗塞などを積極的に受
け入れることにより，目標達成を目指す。

緊急母体搬送受入件数 125件 ■極力受入要請を断らない方針徹底 166件
（103件） ◎ ■現在の取組を継続

がんゲノム検査件数 180件
■専門医による患者への働きかけ
（がんサロンでの紹介など）
■対外的アピール

158件
（150件） ◎ ■現在の取組を継続

医
療
の
安
全
と
質

の
向
上

入院期間Ⅱ超え割合 20.0％

■入院期間適正化PTの活動
（診療科医師と医療情報室がDPCデー
タを用いて協議し，方針決定後に各科
と病棟で在院日数適正化を実行）

22.7％
（20％） △

■期間Ⅱ超のクリニカルパスを見直しを行
い，見直し後のパスを用いて，在院日数適
正化を推進している。
※R4改定で全体の約1/3の疾病について期間Ⅱの日数が
短縮化され，従前のパスでは期間Ⅱを超えるものが存在

経
営
基
盤
の
強
化

経
営
力
の
強
化

新規入院患者数 16,900人 ■主任部長の連携医療機関訪問
■救急患者の積極的受入等

13,847人
（14,127人） ○

■現在の取組を継続するとともに，リニアッ
クの再稼働,や手術支援ロボットの実績が向
上していることなどを対外的にアピールする
ことにより，紹介患者獲得を目指す。

増
収
対
策

入院単価 89,800円

■令和４年度診療報酬改定の新規項
目などの積極的届出・算定
（急性期充実体制加算，感染対策向上
加算１等）

90,469円
（89,800円） ◎ ■現在の取組を継続



指標モニタリング【安芸津病院】
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モニタリング指標
R４
目標

取組内容
（１月末まで）

結果
（基準進捗）

自己
評価

今後の取組・状況説明

医
療
機
能
の
強
化

医
療
提
供
体
制
の
強
化

救急搬送受入件数 290件

■カンファレンス等で医師に断らない
方針を周知
■当直・宿直等での受入件数，断り件
数を関係者で共有

343件
（240件） ◎ ■現行の取組を継続

専門外来受診患者数
（糖尿病，人工関節，

骨粗鬆症，フットケア）
950人

■ホームページでの専門外来をＰＲ
■院内掲示など院内での周知

886人
（794人） ◎ ■現行の取組を継続

健（検）診件数 2,790件 ■ホームページで健（検）診内容をＰＲ 2,638件
（2,680件） ○ ■ほぼ計画どおり，目標の達成に向け，引き

続き地域に向けたＰＲを行っていく。

訪問看護新規者数
【月末利用契約者】

32人

■毎週末のカンファレンスで医師・看
護師と訪問看護の件数や患者情報を
共有し，新規利用者の掘起こしを依頼
■在宅医療委員会での電話訪問や
退院支援の状況の共有等

13人
（26人） △

■新型コロナ対応の病棟を確保等のため一般
の新規入院患者の受入れが少なかったことか
ら，訪問看護利用者の新規獲得が困難な状況
が続いている。
■新規利用者の獲得に向け，地域に向け積極
的にＰＲを行っていく。

地域包括ケア病床
における在宅復帰率

85.0％

■在宅復帰の可能性がある患者の把
握，退院に向けた支援の実施
■在宅医療委員会での退院指導マ
ニュアルの修正等

82.1％
（85％） ○

■12月末から1月にかけて当該病棟で新型コ
ロナのクラスター感染発生に伴う転棟があった
ため，11月報告の85.7％から低下したが，現行
の取組を徹底することで，目標の達成は可能
である。

経
営
基
盤
の
強
化

増
収
対
策

地域包括ケア病床
稼働率（29床

98.0％

■毎朝，看護部に病棟・外来師長が
集まり，病棟・外来間の情報交換を行
うなど，効率的なベットコントロールの
実施
■地域医療施設への訪問実施により，
地域包括ケア病床への入院を促進

70.8％
（98％） △

■新型コロナ患者の受入期間中でも地域包括
ケア病床を維持できる体制にしたことから，12
月以降も入院患者を受け入れた。
※当該病棟で新型コロナのクラスターが発生し
たことから，１月初旬の一定期間は，新規の入
院受入れを中止せざるを得ななかった。
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【参考】月次目標値

【広島病院】

重点指標 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 年度末

救急車受入台数
486 497 490 536 587 514 561 537 543 633 547 569

6,500台
1,473 1,637 1,641 1,749

脳血管系と心血管系の新規
入院患者及び救急外来からの

緊急入院患者数

252 208 255 265 251 242 260 277 242 262 221 265
3,000人

715 758 779 748

緊急母体搬送受入件数
10 10 11 10 10 11 10 10 11 10 11 11

125件
31 31 31 32

がんゲノム検査件数
15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15

180件
45 45 45 45

入院期間Ⅱ超え割合
20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0

20.0％
20.0 20.0 20.0 20.0

新規入院患者数
1,398 1,222 1,362 1,419 1,503 1,406 1,480 1,441 1,403 1,493 1,290 1,483

16,900人
3,982 4,328 4,324 4,266

入院単価
89,80089,80089,80089,80089,80089,80089,80089,80089,80089,80089,80089,800

89,800円
89,800 89,800 89,800 89,800
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【参考】月次目標値

【安芸津病院】

重点指標 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 年度末

救急搬送受入件数
24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 26

290件
72 72 72 74

専門外来受診患者数
80 80 78 80 80 78 80 80 78 80 80 76

950人
238 238 238 236

健（検）診件数
30 110 180 310 300 330 410 430 390 370 80 30

2,790件
320 940 1,230 480

訪問看護新規者数
2 3 3 2 3 3 2 3 3 2 3 3

32人
8 8 8 8

地域包括ケア病床
における在宅復帰率

85.0 85.0 85.0 85.0 85.0 85.0 85.0 85.0 85.0 85.0 85.0 85.0
85.0％

85.0 85.0 85.0 85.0

地域包括ケア病床
稼働率（29床）

98.0 98.0 98.0 98.0 98.0 98.0 98.0 98.0 98.0 98.0 98.0 98.0
98.0％

98.0 98.0 98.0 98.0


